
（別紙３）

～ 令和7　年　12　月　19　日

（対象者数） 21名 （回答者数） 21名

～ 令和7　年　12　月　19　日

（対象者数） 6名 （回答者数） 6名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1 チームで連携を継続し、支援を行う

2 発達課題にあった支援を今後も継続していきます

3
職員全員が共有し今後もお子様やご家族の支援をしてい

きます

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1 募集を行っています

2 研修動画を観たりしている

3 事業所以外での交流できる場を把握しておく

活動内容のバリエーションが豊かである
お子さまに合わせて、多職種の職員が専門的な視点で活動を組

み立てています

お子さまの様子に合わせた、その時にふさわしい遊びや個別支

援を提供している

作業療法士など身体に関する専門職と保育士が一緒に、発達に

あった課題を提供している

保護者や関係機関との連携、情報共有や困りごとへのアドバイ

スなどを明確、速やかにお伝えしている

常に相手の立場にたち考えたりお子様の環境背景を観察しわか

らない場合は保護者とより近い相談支援員へアドバイスをいた

だいてお伝えしている

地域の保育園、幼稚園との交流や地域との交流の機会が乏しい

幼稚園や保育園行事のスケジュールが違うため交流の日程が難

しいと思われる。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

人員が不足している 配置基準は満たしているが、人員が不足している

研修の時間を取るのが難しい
人員不足のため平日に行われる研修に参加することが

難しい

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和8　年　1　月　23　日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 児童発達支援・保育所等訪問支援Love＆Smile

○保護者評価実施期間
令和7　年　1　2　月　5　日

○保護者評価有効回答数

令和7　年　1　2　月　5　日

事業所における自己評価総括表公表


